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北
村
西
望
（
明
治
一
七
年
〜
昭
和
六
二
年

以
下
、
西
望
と
称
す
）
は
、
昭
和
三
〇
年
完
成
の
《
平
和
祈
念
像
》
の
作
者
と
し
て

知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
彫
刻
界
を
け
ん
引
し
た
彫
刻
家
で
あ
る
。

著
者
は
、
二
〇
一
八
年
頃
か
ら
西
望
に
関
す
る
一
次
資
料
（
個
人
蔵
）
の
継
続
的
な
資
料
整
理
・
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
一

部
は
、
拙
論
「
曠
原
社
の
活
動
と
理
念
に
つ
い
て
│
新
出
資
料
を
中
心
に
│
〈
註
一
〉」

で
す
で
に
紹
介
を
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
新
た

に
発
見
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
井
の
頭
自
然
動
物
園
で
制
作
し
た
《
平
和
祈
念
像
》
前
史
、
す
な
わ
ち
郷
里
の
長
崎
か
ら

京
都
、
東
京
の
上
中
里
・
西
ヶ
原
時
代
の
西
望
の
活
動
を
ま
と
め
た
い
。

紹
介
す
る
資
料
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
資
料
の
中
で
も
主
に
「
証
書
」、「
ア
ル
バ
ム
写
真
」
の
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
く
（
一
部
は
別
の
資
料
も
含
む
）。

資
料
紹
介

北
村
西
望
の
上
中
里
・
西
ヶ
原
時
代

野

城

今
日
子
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「
証
書
」
は
明
治
二
九
年
に
白
木
野
尋
常
小
学
校
を
卒
業
時
か
ら
の
も
の
か
ら
、
晩
年
ま
で
に
受
賞
・
受
章
し
た
際
の
賞
状
が
数
多

く
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
証
書
が
存
在
す
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
今
回
、
は
じ
め
て
紹
介
す
る
資
料
と
な
る
。

「
ア
ル
バ
ム
写
真
」
は
、
西
望
が
製
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
で
あ
り
、
明
治
三
六
年
、
京
都
に
上
京
し
た
頃
か

ら
昭
和
三
〇
年
代
頃
の
西
ヶ
原
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た
時
代
の
写
真
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
現
状
は
遺
族
が
所
蔵
し
て

い
る
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
出
典
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
『
百
歳
の
か
た
つ
む
り
』（
日
本
経
済
新
聞
社

昭
和
五
八
年
）
や
『
北
村
西
望

百
歳
の
譜
』（
新
三
多
摩
新
聞
社

昭
和
五
七
年
）
に
挿
図
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
写
真
類
を
収

め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ら
の
書
籍
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
は
西
望
の
か
た
わ
ら
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
死
後
に

行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
ア
ル
バ
ム
の
写
真
の
多
く
が
時
系
列
に
並
ん
で
貼
り
付
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
書
籍
の
編
集
の
際
に
改
め
て
編
集
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
西
望
の
人
生
を
語
る
に
特
に
重

要
な
資
料
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
長
ら
く
写
真
自
体
を
改
め
て
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
周
囲
に
書
か
れ
て
い
る
西
望
に

よ
る
直
筆
の
メ
モ
や
、
新
出
の
写
真
な
ど
も
扱
っ
て
い
く
。

長
崎
時
代

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
、
北
村
西
望
は
長
崎
県
南
高た
か

来き

郡
南
有
馬
村
白し
ら

木き

野の

名み
ょ
う

字あ
ざ

宮
ノ
木こ

場ば

に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
西に
し

望も

。

父
は
陳の
ぶ

連つ
ら

、
母
親
は
サ
イ
と
い
い
、
五
〇
町
歩
（
四
九
五
，八
六
七
・
五
㎡
）
ほ
ど
の
土
地
持
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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ま
た
、
陳
連
は
熱
心
な
本
願
寺
派
浄
土
真
宗
の
在
家
信
者
で
あ
っ
た
。
西
望
と
い
う
名
も
「
浄
土
真
宗
の
教
義
が
説
く
西
方
の
極

楽
浄
土
を
望
む
」
と
い
う
意
味
で
と
名
付
け
ら
れ
た
〈
註
二
〉。

明
治
二
九
年
に
白
木
野
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
〈
証
書
一
〉、
有
馬
高
等
小
学
校
に
入
学
。
同
校
を
明
治
三
三
年
に
卒
業
し
〈
証
書

二
〉、
翌
年
の
明
治
三
四
年
、
白
木
野
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
っ
た
〈
証
書
三
〉。

そ
の
後
、
明
治
三
五
年
に
長
崎
師
範
学
校
に
入
学
を
す
る
が
、
体
を
壊
し
、
退
学
。
実
家
で
の
療
養
中
に
彫
刻
を
初
め
て
つ
く
り
、

彫
刻
制
作
の
魅
力
を
知
っ
た
と
い
う
。

京
都
時
代

明
治
三
六
年
、
一
八
歳
で
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
彫
刻
科
へ
入
学
し
た
。
下
宿
先
は
聖
護
院
の
近
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ

で
は
彫
刻
家
の
国
安
虎
三
郎
に
師
事
し
、
木
彫
・
塑
造
を
学
ん
だ
。

西
望
は
、
作
品
写
真
な
ど
そ
の
冒
頭
に
は
、「
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
入
学
当
時
」（
右
）、「
京
都
美
術
一
年
ノ
秋
」（
中
央
）、

「
昭
和
三
十
八
年
ノ
四
月
」（
左
）
と
い
う
三
枚
の
写
真
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
〈
写
真
一
〉。
い
ず
れ
も
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校

時
代
に
撮
影
さ
れ
た
西
望
の
姿
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
中
央
の
「
京
都
美
術
一
年
ノ
秋
」
と
い
う
写
真
で
は
、
西
望
が
レ
リ
ー
フ
と
と
も
に
写
さ
れ
て
お
り
、
写
真
の
か
た

わ
ら
に
は
「
木
彫

明
治
三
十
六
年
十
一
月
」
と
い
う
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
西
望
は
「
木
の
板
を
各
自
配
ら
れ
て
、
そ
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こ
に
直
線
や
曲
線
を
筋
彫
り
す
る
。
退
屈
な
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
一
カ
月
ぐ
ら
い
や
ら
さ
れ
た
。
次
に
、
丸
彫
り
に
進
ん
で
、
板
に

凹
凸
の
あ
る
浮
き
彫
り
を
練
習
す
る
〈
註
三
〉」

と
語
っ
て
お
り
、
こ
の
レ
リ
ー
フ
は
浮
き
彫
り
の
課
題
で
制
作
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
年
生
で
は
成
績
良
好
の
た
め
、
雑
誌
『
自
然
』
を
一
冊
給
与
さ
れ
た
ほ
か
〈
証
書
四
〉、
四
年
生
で
も
成
績
優
秀
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
〈
証
書
五
〉。
ま
た
、
明
治
四
〇
年
の
卒
業
の
際
に
は
一
等
賞
を
受
賞
し
て
い
る
〈
証
書
六
〉。
こ
の
京
都
時
代
に
は
、
の
ち
の

盟
友
・
建
畠
大
夢
と
も
出
会
っ
た
。「
昭
和
三
十
八
年
ノ
四
月
」
の
写
真
で
は
、「
建
畠
大
夢

西
望
」
と
い
う
メ
モ
も
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
建
畠
と
と
も
に
撮
ら
れ
た
写
真
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
へ

│
西
ヶ
原
、
千
駄
木
、
渋
谷
ま
で

明
治
四
〇
年
、
先
に
上
京
し
た
建
畠
を
追
っ
て
東
京
美
術
学
校
に
入
学
す
る
。
上
京
し
た
西
望
は
、
当
初
、
滝
野
川
西
ヶ
原
で
下

宿
を
は
じ
め
た
。
当
初
、
西
洋
画
科
に
進
学
を
希
望
し
て
い
た
が
、
受
験
に
失
敗
し
、
彫
刻
科
・
塑
造
部
に
入
学
し
た
。

塑
造
部
で
は
、
白
井
雨
山
に
師
事
。
入
学
後
に
は
、
本
郷
千
駄
木
に
あ
っ
た
雨
山
邸
の
自
宅
に
移
り
住
ん
だ
。

こ
の
間
に
、
国
営
サ
ロ
ン
で
あ
る
官
展
へ
の
出
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
第
一
回
文
展
に
は
落
選
を
す
る
が
、
第
二
回
文
展

に
《
墳
闘
》〈
写
真
二
〉、
三
回
に
《
雄
風
》〈
写
真
三
〉、
四
回
に
《
壮
者
》〈
写
真
四
〉（
い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
）
を
出
品
し
、
入
選

し
て
い
る
。《
墳
闘
》
の
写
真
に
は
、「
文
展
二
回

明
治
四
一
年
」、《
雄
風
》
の
写
真
に
は
「
明
治
四
二
年

文
展
第
三
回
」、《
壮

者
》
の
写
真
に
は
「
明
治
四
三
年

文
展
第
四
回
」
と
い
う
書
き
つ
け
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
管
見
の
限
り
本
写
真
で
し
か

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
貴
重
な
写
真
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
、《
墳
闘
》
と
《
壮
者
》
は
褒
状
も
受
け
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た
。
い
ず
れ
も
男
性
の
肉
体
を
表
し
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
男
性
像
を
得
意
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
四
五
年
に
は
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
。
ア
ル
バ
ム
と
は
別
に
存
在
す
る
写
真
資
料
「
東
京
美
術
学
校
第
二
一
回
卒
業
式
」〈
写

真
五
〉
と
題
す
る
卒
業
写
真
を
み
る
と
、
教
授
に
は
白
井
雨
山
（
保
次
郎
）
の
ほ
か
、
高
村
光
雲
、
竹
内
久
一
、
沼
田
一
雅
（
勇
次

郎
）、
海
野
美
盛
が
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
彫
刻
科
の
同
級
生
に
は
矢
野
誠
一
、
吉
田
三
郎
が
い
た
。
他
の
学
科
で
は
、

今
和
次
郎
な
ど
の
名
前
も
確
認
で
き
る
。

卒
業
後
、
大
正
元
年
に
は
、
沼
田
一
雅
と
と
も
に
東
京
神
田
の
今
川
橋
松
屋
呉
服
店
の
建
築
装
飾
の
原
型
を
手
掛
け
て
い
る
〈
註
四
〉。

こ

う
し
た
造
形
関
係
の
仕
事
の
傍
ら
、
彫
刻
制
作
に
励
ん
だ
。
大
正
三
年
に
は
、
同
郷
の
板
倉
春
野
と
結
婚
し
、
沼
田
一
雅
が
住
ん
で

い
た
渋
谷
に
移
住
し
た
。
一
雅
の
工
房
を
手
伝
う
な
ど
し
、
生
計
を
立
て
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
頃
の
居
住
地
の
詳
細
は
わ
か
ら
な

い
も
の
の
、
沼
田
は
、
現
在
の
渋
谷
区
・
恵
比
寿
の
周
辺
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
〈
註
五
〉、

お
そ
ら
く
西
望
も
こ
の
周
囲
に
住
ん
で
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
渋
谷
時
代
の
西
望
は
三
カ
月
間
兵
役
に
就
く
ほ
か
、
第
八
回
文
展
に
《
い
ざ
さ
ら
ば
》（
現
存
せ
ず
）
を
出
品

す
る
も
落
選
と
な
る
な
ど
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
雨
山
の
屋
敷
が
あ
っ
た
駒
込
に
移
り
、
そ
こ
で
一
念
発
起
し
て
制
作
し
た
《
怒
濤
》〈
写
真
六
〉
が
文
展
九
回
で
二
等
賞

を
受
賞
し
〈
証
書
七
〉、
翌
年
の
文
展
十
回
に
は
《
晩
鐘
》
で
特
選
と
な
っ
た
〈
証
書
八
〉。
こ
の
ふ
た
つ
は
、
現
在
で
も
代
表
作
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
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上
中
里
時
代

よ
う
や
く
彫
刻
家
と
し
て
軌
道
に
の
っ
た
大
正
五
年
に
西
望
は
上
中
里
に
転
居
す
る
。
上
中
里
の
ア
ト
リ
エ
〈
写
真
七
〉
の
様
子

を
み
る
と
、
天
井
が
高
く
、
外
光
が
取
り
込
め
る
よ
う
に
大
き
な
窓
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
写
真
は
、『
北
村
西
望

百

歳
の
譜
』（
新
三
多
摩
新
聞
社

昭
和
五
七
年
）
に
お
い
て
は
西
ヶ
原
の
ア
ト
リ
エ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
二
三
年
九
月

三
十
日
（
於
：
北
区

彫
刻
ア
ト
リ
エ
館
（
仮
称
））
に
西
望
の
遺
族
へ
こ
の
建
物
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
と
こ
ろ
、
本
写

真
は
西
ヶ
原
で
は
な
く
、
上
中
里
の
ア
ト
リ
エ
の
写
真
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
種
井
丈
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
ア
ト
リ
エ

が
あ
っ
た
場
所
は
『
東
京
府
北
豐
嶋
郡
瀧
野
川
町
全
圖
番
地
界
入
』（
昭
和
五
年
刊
行
）
の
地
図
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
の
上
中
里
の
駅
の
改
札
口
あ
た
り
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
と
い
う
。

ま
た
、
西
望
は
中
の
様
子
も
写
真
に
お
さ
め
て
お
り
、
西
望
が
は
じ
め
て
手
が
け
た
大
型
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
《
橘
中
佐
》（
大
正
八

年
）〈
写
真
八
〉
や
、
現
在
も
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
《
将
軍
の
孫
》（
大
正
七
年
）
の
写
真
も
残
さ
れ
て
お
り
、

将
軍
の
孫
の
写
真
に
は
「
将
軍
ノ
孫

大
正
七
年
帝
展
出
品
」
と
い
う
書
き
つ
け
が
あ
る
。
こ
の
ア
ト
リ
エ
で
現
在
も
西
望
の
代
表

作
と
さ
れ
る
作
品
が
多
く
制
作
さ
れ
た
〈
写
真
九
〉。
ま
た
、《
来
る
日
の
夢
》
と
い
っ
た
現
存
し
な
い
作
品
の
写
真
〈
写
真
一
〇
〉

も
確
認
で
き
る
。
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西
ヶ
原
へ

大
正
一
〇
年
、
西
望
は
上
中
里
か
ら
西
ヶ
原
へ
ア
ト
リ
エ
を
移
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
彫
刻
家
に
よ
る
美
術
団
体
・
曠
原
社
の
創

設
の
た
め
で
あ
っ
た
。
曠
原
社
は
、
北
村
西
望
と
建
畠
大
夢
ら
に
よ
っ
て
大
正
一
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
彫
刻
家
に
よ
る
美
術
団
体
で

あ
る
。
西
望
は
『
百
歳
の
か
た
つ
む
り
』（
日
本
経
済
新
聞
社

一
九
八
三
年
）
の
一
節
で
あ
る
「
曠
原
社
旗
揚
げ
」
に
お
い
て
、
そ

の
活
動
を
回
想
し
て
お
り
、
若
手
の
彫
刻
家
の
た
め
に
「
研
究
所
」
と
称
し
た
共
有
ア
ト
リ
エ
を
開
設
し
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い

る
。
こ
の
共
同
ア
ト
リ
エ
は
、
実
際
に
建
設
さ
れ
、
西
望
が
井
の
頭
自
然
動
物
園
に
移
る
前
ま
で
住
み
続
け
た
。
そ
の
後
、
西
望
の

長
男
で
彫
刻
家
の
北
村
治
禱
の
ア
ト
リ
エ
と
な
り
、
改
築
が
さ
れ
た
が
、
こ
の
建
物
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
長
屋
門
は
、
当
初
の

ま
ま
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
噴
水
も
当
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、
治
禱
の
制
作
し
た
セ
メ

ン
ト
製
の
彫
刻
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
建
設
当
時
は
帝
国
美
術
院
一
三
回
展
に
出
品
さ
れ
た
《
建
国
の
雄
姿
》（
昭
和
元
年
）
が
飾
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
〈
写
真
一
一
〉。
本
写
真
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
写
真
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も

《
建
国
の
雄
姿
》
の
前
で
何
人
か
が
集
い
、
記
念
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
西
望
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
こ
の
噴
水
は
と
て
も
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
曠
原
社
の
理
念
は
「
芸
術
即
人
格
で
あ
る
と
す
る
、
人
格
主
義
芸
術
の
立
場
」
を
謳
う
団
体
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
芸
術

作
品
の
中
に
「
人
間
精
神
の
永
遠
性
」
を
見
出
し
、
そ
の
「
人
間
精
神
の
永
遠
性
」
を
「
芸
術
に
再
現
せ
ん
か
と
い
ふ
こ
と
の
た
め

に
、
み
が
く
べ
き
技
巧
が
あ
る
」
と
、
彫
刻
を
制
作
に
必
要
な
技
巧
を
位
置
付
け
た
。
さ
ら
に
、
曠
原
社
は
「
自
主
自
治
的
精
神
を

基
調
と
す
る
、
最
も
人
間
的
な
芸
術
団
体
」
で
あ
る
と
し
、
社
会
と
芸
術
の
関
係
性
を
説
き
な
が
ら
、「
わ
れ
等
の
芸
術
運
動
は
、
人
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間
へ
の
、
ま
た
、
そ
の
文
化
へ
の
運
動
で
あ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
〈
註
六
〉。

同
時
代
で
は
、
高
村
光
太
郎
な
ど
を
筆
頭
に
、
多
く
の
芸
術
家
が
表
現
を
賛
美
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
新
し
い
動
向
を
彫
刻
界

に
取
り
入
れ
た
団
体
が
曠
原
社
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
の
関
東
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
曠
原
社
は
、
わ
ず
か
二
年
で
解
散
に
至
っ
た
。
関
東
大

震
災
の
際
、
西
望
は
ア
ト
リ
エ
の
様
子
を
撮
影
し
て
い
る
〈
写
真
一
二
・
一
三
〉。
い
ず
れ
も
ピ
ン
ト
が
あ
っ
て
い
な
い
ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
が
、〈
写
真
一
二
〉
に
は
、「
大
正
十
二
年

九
月
一
日
」、〈
写
真
一
三
〉
に
は
「
大
正
十
二
年

大
震
災
」
と
あ

り
、
そ
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
型
の
彫
刻
作
品
が
転
倒
し
て
い
る
様
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
被

害
の
大
き
さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
震
災
に
よ
り
、
多
く
の
彫
刻
家
が
生
活
の
維
持
で
精
一
杯
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
、
曠
原
社
は
解
散
に
至
っ
た
。

な
お
、
曠
原
社
は
、
結
成
後
に
社
団
法
人
と
な
っ
て
お
り
、「
法
人
そ
の
も
の
は
、
十
年
ぐ
ら
い
存
続
し
た
と
思
う
〈
註
七
〉」

と
西
望
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
は
、
清
算
手
続
き
の
完
了
ま
で
曠
原
社
は
消
滅
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

戦
争
の
時
代
へ

西
望
は
西
ヶ
原
時
代
に
お
い
て
、
官
展
で
彫
刻
作
品
を
発
表
す
る
一
方
で
、
様
々
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
に
従
事
し
て
い
く
。
曠

原
社
を
立
ち
上
げ
た
際
に
「
芸
術
即
人
格
で
あ
る
と
す
る
、
人
格
主
義
芸
術
の
立
場
」
を
謳
っ
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
か
ら
太
平
洋

戦
争
終
戦
ま
で
に
か
け
て
は
、
か
つ
て
三
宅
坂
に
設
置
さ
れ
て
い
た
《
寺
内
正
毅
元
帥
騎
馬
像
》（
大
正
一
二
年
、
構
想
は
大
正
九
年
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か
ら
）〈
写
真
一
四
〉、《
山
形
有
朋
公
騎
馬
像
》（
昭
和
四
年
）〈
写
真
一
五
〉、《
児
島
源
太
郎
大
将
騎
馬
像
》（
昭
和
一
三
年
）
な
ど

の
軍
人
像
の
ほ
か
、《
爆
弾
三
勇
士
》（
昭
和
七
年
）、《
富
岡
上
等
兵
》（
昭
和
九
年
）、《
雄
風
│
陸
軍
飛
行
予
備
学
生
》（
昭
和
一
九

年
）
な
ど
、
時
局
を
表
し
た
作
品
を
多
く
制
作
し
た
。

ア
ル
バ
ム
に
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
含
め
て
太
平
洋
戦
争
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
の
写
真
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
写
真
は
、
こ
の
時
代
の
西
望
の
作
品
を
知
る
上
で
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
例
え
ば
、
上
記
に
記
し
た
も
の

の
中
で
《
山
形
有
朋
公
騎
馬
像
》（
山
口
県
・
萩
市
中
央
公
園
）
や
《
雄
風
│
陸
軍
飛
行
予
備
学
生
》（
靖
國
神
社
）
に
現
在
も
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
作
品
に
つ
い
て
は
現
存
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
写
真
を
分
析
し
、
国
威
発
揚
を

促
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
制
作
し
て
い
っ
た
こ
の
時
代
の
西
望
の
姿
を
よ
り
深
く
追
っ
て
い
く
こ
と
は
、
北
村
西
望
史
、
ま
た
は
近
代

彫
刻
史
を
か
た
ち
作
る
過
程
に
お
い
て
必
要
な
研
究
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
の
研
究
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

そ
の
後
、
西
望
は
戦
局
が
激
化
し
た
昭
和
二
〇
年
、
三
月
に
は
埼
玉
県
秩
父
郡
矢
那
瀬
へ
疎
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
昭
和
二
八
年

に
な
る
と
、《
平
和
祈
念
像
》
を
制
作
す
る
た
め
に
井
の
頭
自
然
動
物
園
へ
移
り
、
同
地
が
終
の
棲
家
と
な
っ
た
。

ま
と
め

以
上
、
本
稿
で
は
北
村
西
望
の
長
崎
か
ら
東
京
・
西
ヶ
原
で
過
ご
し
た
時
代
に
つ
い
て
新
出
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
追
っ
て
い
っ

た
。
新
出
資
料
は
、
西
望
の
人
生
の
節
目
を
示
す
資
料
が
多
い
ほ
か
、
関
東
大
震
災
時
の
写
真
な
ど
、
当
時
の
状
況
を
語
る
も
の
が
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多
い
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
の
ほ
か
、
他
の
資
料
の
分
析
と
紹
介
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

註

〈
註
一
〉
『
屋
外
彫
刻
調
査
保
存
研
究
会
会
報
』
第
七
号

二
〇
二
一
年

二
五-

六
〇
頁

〈
註
二
〉
『
百
歳
の
か
た
つ
む
り
』（
日
本
経
済
新
聞
社

昭
和
五
八
年
）
一
七
頁

〈
註
三
〉
前
掲
二

三
五
頁

〈
註
四
〉
金
令
子
「
松
屋
呉
服
店
建
築
の
改
装
」『
建
築
工
芸
叢
誌
』
一
一
号

大
正
元
年

三
八
頁

〈
註
五
〉
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
編
『
渋
谷
ユ
ー
ト
ピ
ア

1
9
0
0-

1
9
4
5
』
二
〇
一
一
年

〈
註
六
〉
『
曠
原
』
第
一
巻
第
一
号

一
九
二
三
年

一
頁

〈
註
七
〉
前
掲
二

九
二
頁

付
記
：
本
稿
の
執
筆
に
関
し
て
、
北
村
西
望
氏
の
ご
遺
族
並
び
に
北
区
文
化
振
興
財
団
の
種
井
丈
氏
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の

方
々
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。



北村西望の上中里・西ヶ原時代225

〈証書一〉白木野尋常小学校　卒業証書

〈証書二〉有馬高等小学校　卒業証書
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〈証書三〉白木野尋常小学校代用教員　辞令

〈証書四〉京都市立美術工芸学校　賞状
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〈証書六〉京都市立美術工芸学校　彫刻科卒業生　一等賞　賞状

〈証書五〉京都市立美術工芸学校　賞状
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〈証書八〉文部省第十回美術展覧会　特選　賞状

〈証書七〉文部省第九回美術展覧会　二等賞　賞状
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〈写真二〉北村西望《墳闘》
明治四一年　第二
回文展出品作（現
存せず）

〈写真四〉北村西望《壮
者》明治四三年　
第四回文展出品
作（現存せず）

〈写真三〉北村西望《雄風》
明治四二年　第三
回文展出品作（現
存せず）

〈写真一〉「京都市立美術工芸学校入学当時」（右）、「京都美術一年ノ秋」（中央）、「昭和三
十八年ノ四月」（左）
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〈写真六〉北村西望《怒濤》大正四年〈写真七〉上中里時代のアトリエ

〈写真五〉「東京美術学校第二一回卒業式」
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〈写真一一〉西ヶ原のアトリエの噴水
と《建国の雄姿》

〈写真八〉北村西望《橘中佐》大正八年

〈写真一〇〉北村西望《来る日の夢》（現存せず）

〈写真九〉北村西望《将軍の孫》大正七年



232

〈写真一三〉関東大震災時のアトリエ
の様子

〈写真一五〉北村西望《山形有朋公
騎馬像》昭和四年　山
口県・萩市中央公園

〈写真一四〉北村西望《寺内正毅元帥騎馬像》大正
一二年（現存せず）

〈写真一二〉関東大震災時のアトリエの
様子




